
考
え
て
い
ま
す
。

　

錦
海
塩
田
跡
地
の
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
事
業
や
、
図
書
館
の
建
設
な

ど
新
た
な
取
り
組
み
が
始
ま
り
つ

つ
あ
る
今
、
瀬
戸
内
市
誕
生
10
周

年
を
新
た
な
飛
躍
の
年
と
し
て
い

き
ま
す
。

錦
海
塩
田
跡
地
活
用
事
業
の
進
捗

状
況

　
10
月
以
降
、
堤
防
補
強
な
ど
安

全
・
安
心
対
策
の
た
め
の
工
事
が

本
格
的
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
合
わ
せ
、
住
民
を
対
象
に

工
事
説
明
会
を
平
成
25
年
７
月
、

平
成
26
年
２
月
に
続
き
10
月
28
日

か
ら
30
日
に
か
け
て
開
催
し
、
延

べ
57
人
の
参
加
が
あ
り
、
実
施
事

業
者
が
工
事
計
画
、
安
全
対
策
に

つ
い
て
詳
細
な
説
明
を
行
い
ま

し
た
。

　
ま
た
、
11
月
７
日
に
は
工
事
の

本
格
化
に
当
た
り
、
実
施
事
業
者

　
は
じ
め
に

　　
11
月
１
日
、
瀬
戸
内
市
誕
生
10

周
年
記
念
式
典
を
開
催
し
た
と
こ

ろ
、
多
く
の
人
に
出
席
し
て
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
瀬
戸
内

市
の
発
展
の
た
め
に
お
力
添
え
を

い
た
だ
き
ま
し
た
全
て
の
皆
さ
ん

に
、
改
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
10
年
を
一
区
切
り

と
し
、今
私
た
ち
の
眼
の
前
に
は
、

「
次
な
る
挑
戦
へ
の
10
年
」
が
待

ち
受
け
て
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
か
ら
、
合
併
の
特

例
措
置
と
し
て
増
額
交
付
さ
れ
て

い
る
地
方
交
付
税
が
削
減
さ
れ
、

財
政
状
況
は
ま
す
ま
す
厳
し
く
な

り
ま
す
が
、
財
政
健
全
化
と
併
せ

て
、「
人
と
自
然
が
織
り
な
す　

し
あ
わ
せ
実
感
都
市　
瀬
戸
内
」

を
目
指
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
誇

の
主
催
に
よ
る
起
工
式
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、
市
で
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
一
層
の
理
解
を
得
な
が

ら
、
事
業
が
安
全
か
つ
着
実
に
進

展
す
る
よ
う
、
事
業
者
に
助
言
や

指
示
を
行
い
、
円
滑
な
事
業
実
施

を
図
り
ま
す
。

　
併
せ
て
、
市
の
魅
力
や
認
知
度

の
向
上
を
図
る
た
め
、
跡
地
活
用

の
取
り
組
み
を
「
太

※

陽
の
ま
ち
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
掲
げ
、
安

全
・
安
心
の
確
保
と
地
域
活
性
化
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行
政
報
告

平
成
26
年
11
月
定
例
議
会
が
11
月
25
日
に
開
会
さ
れ
、
市
長
と
教
育
長
が
行
政
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、そ
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。
な
お
全
文
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

用
語
の
解
説
・
備
考

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

　
「
ま
ち
（
国
民
一
人
一
人
が

夢
や
希
望
を
持
ち
、
潤
い
の
あ

る
豊
か
な
生
活
を
安
心
し
て
営

め
る
地
域
社
会
の
形
成
）」「
ひ

と
（
地
域
社
会
を
担
う
個
性
豊

か
で
多
様
な
人
材
の
確
保
）」

「
し
ご
と
（
地
域
に
お
け
る
魅

力
あ
る
多
様
な
就
業
の
機
会
の

創
出
）」
を
一
体
的
に
推
進
す

る
こ
と
。

太
陽
の
ま
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

温
暖
な
瀬
戸
内
海
地
域
の
太

陽
の
恵
み
と
、
広
大
な
塩
田
跡

地
と
い
う
瀬
戸
内
市
の
地
域
資

源
を
生
か
し
た
太
陽
光
発
電
事

業
の
実
施
に
よ
る
「
地
域
の
安

全
・
安
心
の
継
続
的
な
確
保
と

提
供
」「
跡
地
活
用
の
貸
付
料

収
入
を
財
源
と
し
て
、
課
題
解

決
を
図
り
、
ま
た
、
豊
か
な
自

然
環
境
な
ど
市
の
持
つ
魅
力

（
地
域
資
源
）
を
生
か
し
発
展

り
を
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
、
人
づ

く
り
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
将
来
に
向
け
た
投
資
と
な
る
積

極
的
な
取
り
組
み
を
進
め
る
た

め
、
国
が
進
め
て
い
る
「
ま

※

ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

に
よ
る
新
た
な
交
付
金
事
業
に
対

応
で
き
る
よ
う
、
市
長
特
別
枠
と

し
て
「
１
０
０
年
先
へ
人
の
輪
が

つ
な
が
る
ま
ち
」
を
テ
ー
マ
に
瀬

戸
内
市
と
し
て
の
地
域
活
性
化
、

人
口
減
少
対
策
の
た
め
の
新
た
な

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

を
図
る
跡
地
活
用
の
事
業
効
果

が
、
有
効
か
つ
長
期
に
わ
た
り
発

揮
さ
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

地
方
交
付
税
の
削
減
と
中
期
財
政

計
画

　
平
成
27
年
度
か
ら
の
地
方
交
付

税
の
段
階
的
な
削
減
は
、
合
併
前

の
旧
市
町
村
ご
と
に
支
所
が
あ
る

と
仮
定
し
た
配
分
額
の
見
直
し
が

あ
る
も
の
の
、
平
成
32
年
度
に
お

い
て
は
、
本
年
度
と
比
較
し
て
約

８
億
円
の
減
額
と
な
る
見
込
み

で
す
。

　
一
方
で
少
子
高
齢
化
の
進
展
に

よ
る
社
会
保
障
費
の
増
加
、
新
火

葬
場
建
設
、
公
共
交
通
、
マ

※

イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
へ
の
取
り
組
み
な

ど
、
社
会
情
勢
や
新
た
な
住
民

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
の
経
費

が
増
加
す
る
た
め
、
今
後
公
共
施

設
の
再
編
や
民
間
委
託
の
推
進
、

受
益
者
負
担
の
見
直
し
な
ど
積
極

的
に
財
政
健
全
化
の
取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

本

※

年
度
の
中
期
財
政
計
画
で

は
、
財
政
健
全
化
の
取
り
組
み
を

盛
り
込
ん
だ
結
果
と
し
て
、
平
成

35
年
度
に
お
い
て
、
経
常
収
支
比

率
１
０
０
㌫
未
満
、
実
質
公
債
費

比
率
18
㌫
未
満
、
財
政
調
整
基
金

と
減
債
基
金
の
合
計
額
約
30
億

円
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

ご
み
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル

　
平
成
26
年
４
月
か
ら
10
月
ま
で

の
７
カ
月
間
の
ご
み
の
減
量
状
況

に
つ
い
て
「
燃
や
す
ご
み
」
の
減

量
率
は
、
４
月
が
14
・
５
㌫
、
５

月
が
13・７
㌫
、６
月
が
14・２
㌫
、

７
月
が
12
・
５
㌫
、
８
月
が
12
・

３
㌫
、
９
月
が
11
・
５
㌫
、
直
近

の
10
月
末
時
点
で
は
11
・
７
㌫
で

し
た
。

　
ま
た
、「
燃
や
す
ご
み
」
の
処

理
量
に
つ
い
て
は
、
７
カ
月
の
合

計
が
約
５
、４
１
０・４
㌧
で
、
前

年
同
期
と
比
べ
て
約
２
６
２・
１

㌧
（
４・
６
㌫
）
の
減
量
と
な
っ

て
お
り
、
減
量
化
が
進
ん
で
い
る

状
況
で
す
。

　

一
方
、「
古
紙
」
に
つ
い
て

は
、
７
カ
月
の
回
収
量
の
合
計
が

約
２
２
２・
３
㌧
で
、
月
平
均
約

31
・
８
㌧
と
な
り
、
前
年
同
期
と

比
べ
て
約
34
・
５
㌧
（
18
・
４

㌫
）
の
増
量
。「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
」

に
つ
い
て
は
、
回
収
量
合
計
が
約

31
・
４
㌧
で
、
月
平
均
約
４・
５

㌧
と
な
り
、
前
年
同
期
と
比
べ
て

13
㌧（
70・７
㌫
）の
増
量
。
ま
た
、

４
月
か
ら
新
た
に
追
加
し
た
「
そ

の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
に
つ
い
て

は
、
回
収
量
合
計
が
約
99
・
５
㌧

で
、
月
平
均
約
14
・
２
㌧
と
な
っ

て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
品
目
で
リ

サ
イ
ク
ル
化
が
進
ん
で
い
る
状
況

で
す
。

　
４
月
に
ご
み
の
分
別
収
集
を
統

一
し
た
こ
と
に
よ
り
、
目
標
と
す

る
環
境
負
荷
の
少
な
い
循
環
型

社
会
へ
着
実
に
進
み
つ
つ
あ
り

ま
す
。

　
今
後
も
、
新
た
な
品
目
の
リ
サ

イ
ク
ル
化
や
リ

※

デ
ュ
ー
ス
（
発
生

抑
制
）を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、

ご
み
の
減
量
化
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

観
光
振
興
の
取
り
組
み

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
軍
師
官

兵
衛
」
の
影
響
は
大
き
く
、
備
前

福
岡
へ
の
入
り
込
み
客
数
は
、
今

年
１
月
の
放
送
開
始
か
ら
９
月
末

ま
で
で
、
既
に
２
万
人
を
大
き
く

上
回
っ
て
い
ま
す
。

　
テ
レ
ビ
放
映
は
年
末
で
終
了
し

ま
す
が
、
12
月
14
日
に
は
、
福
岡

市
で
官
兵
衛
ゆ
か
り
の
５
都
市
が

集
ま
り
黒
田
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ

れ
、
瀬
戸
内
市
も
参
加
す
る
予
定

で
す
。

　
今
後
、
市
で
は
福
岡
地
区
の
連

さ
せ
、
将
来
に
つ
な
が
る
取
り

組
み
を
進
め
、
活
気
が
あ
り
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
」を
進
め
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

　

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
。

　

複
数
の
機
関
に
存
在
す
る
個

人
の
情
報
が
同
一
人
の
情
報
で

あ
る
と
い
う
こ
と
の
確
認
を
行

う
た
め
の
基
盤
で
あ
り
、
社
会

保
障
・
税
制
度
の
効
率
性
・
透

明
性
を
高
め
、
国
民
に
と
っ
て

利
便
性
の
高
い
公
平
・
公
正
な

社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
社
会

基
盤
。

本
年
度
の
中
期
財
政
計
画

　

平
成
26
年
度
か
ら
10
年
間
の

普
通
会
計
の
推
計
で
あ
る
「
中

期
財
政
見
通
し
」、
こ
の
見
通

し
を
受
け
て
平
成
26
年
度
以
降

に
取
り
組
む
具
体
的
な
方
策
を

盛
り
込
ん
だ
「
財
政
運
営
適
正

化
計
画
」、
こ
の
計
画
の
10
年

間
の
お
お
よ
そ
の
効
果
額
な
ど

を
ま
と
め
た
も
の
。

リ
デ
ュ
ー
ス
（
発
生
抑
制
）

　

生
産
時
の
天
然
資
源
の
投
入

量
抑
制
や
過
剰
な
消
費
・
使
用

の
回
避
な
ど
廃
棄
物
の
発
生
自

体
を
抑
制
す
る
こ
と
。

老朽化が進む瀬戸内市営火葬場

平成 24 年に瀬戸内市で行われた黒田サミット

瀬戸内市誕生 10 周年記念式典

牛窓オリーブ園から望む錦海塩田跡地
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デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン

　

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
（
目

的
地
）
と
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
宣

伝
）
の
合
成
語
で
、
Ｊ
Ｒ
６
社

と
地
方
自
治
体
、
観
光
事
業
者

な
ど
が
タ
イ
ア
ッ
プ
（
協
力
・

提
携
）
し
て
行
う
大
型
観
光

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
。
対
象
地
域
の

知
名
度
向
上
、
観
光
客
の
大
幅

な
増
加
、観
光
産
業
の
活
性
化
、

地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果
が
期

待
さ
れ
る
。

ア
ヒ
ー
ジ
ョ

　

ニ
ン
ニ
ク
を
入
れ
た
オ
リ
ー

ブ
油
に
魚
介
や
野
菜
な
ど
の
具

材
を
加
え
て
煮
込
ん
だ
ス
ペ
イ

ン
の
小
皿
料
理
。

と
っ
と
り
・
お
か
や
ま
新
橋
館

も
も
て
な
し

　

岡
山
県
と
鳥
取
県
が
、
特
産

品
の
販
売
、
観
光
・
移
住
の
案

内
、
企
業
の
販
路
開
拓
支
援
な

ど
を
行
う
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
。

　
「
も
も
て
な
し
」
と
は
、
岡

山
県
と
鳥
取
県
の
イ
メ
ー
ジ

を
「
も
も
」
と
「
な
し
」
に
重

ね
、
手
に
手
を
と
っ
て
来
場
者

を
「
も
（
お
）
も
て
な
し
」
す

る
と
い
う
想
い
を
表
現
し
た

も
の
。

合
町
内
会
、
史
跡
保
存
会
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
な
ど
の
皆
さ
ん

が
こ
れ
ま
で
築
い
て
き
た
「
あ

た
た
か
い
お
も
て
な
し
」
を
市

内
全
域
に
広
め
る
と
と
も
に
、
平

成
28
年
春
に
岡
山
県
と
Ｊ
Ｒ
や
観

光
業
者
等
が
協
働
で
実
施
す
る

「
デ

※

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
に
お
い
て
、
全
国
の
旅

行
業
者
や
メ
デ
ィ
ア
へ
瀬
戸
内
市

の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
、
誘
客
数
の
増

加
に
結
び
付
け
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

６
次
産
業
化
を
推
進

　
瀬
戸
内
市
で
は
農
林
水
産
物
を

生
産
し
て
販
売
す
る
だ
け
で
な

く
、
加
工
し
付
加
価
値
を
付
け
て

販
売
す
る
６
次
産
業
化
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　
11
月
１
日
に
、
東
京
都
千
代
田

区
丸
の
内
で
開
催
さ
れ
た
ジ
ャ
パ

ン
フ
ー
ド
フ
ェ
ス
タ
「
地
場
も
ん

国
民
大
賞
」
に
お
い
て
、
全
国
か

ら
応
募
さ
れ
た
８
８
０
品
目
の
中

か
ら
、
市
の
進
め
て
い
る
瀬
戸
内

市
発
ブ
ラ
ン
ド
「Setouchi　

Kirei

（
セ
ト
ウ
チ
キ
レ
イ
）」
の

認
定
商
品「
牡か

き蠣
の
ア

※

ヒ
ー
ジ
ョ
」

と
も
瀬
戸
内
市
の
６
次
産
業
化
さ

れ
た
商
品
が
い
ろ
い
ろ
な
人
に
選

ば
れ
る
よ
う
施
策
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
病
院
建
設
本
体
工
事
入
札
不
調

の
原
因

　
新
病
院
建
設
本
体
工
事
に
係
る

入
札
は
、
７
月
30
日
に
公
告
し
、

９
月
３
日
に
実
施
し
ま
し
た
が
、

誠
に
残
念
な
が
ら
不
調
と
な
り
ま

し
た
。

　
不
調
と
な
っ
た
原
因
に
つ
い
て

調
査
、
分
析
を
し
、
再
積
算
を
実

施
し
た
と
こ
ろ
、
昨
年
の
設
計
積

算
の
時
期
か
ら
直
近
の
再
積
算
ま

で
に
資
材
や
人
件
費
を
含
む
建
設

物
価
が
予
想
以
上
に
上
昇
し
た
こ

と
が
直
接
的
な
原
因
で
あ
る
こ
と

が
判
明
し
ま
し
た
。

　
入
札
不
調
で
開
院
時
期
が
遅
れ

る
こ
と
に
つ
い
て
、
一
日
も
早
い

開
院
を
待
ち
望
む
市
民
や
患
者
の

皆
さ
ん
に
、
心
か
ら
お
詫
び
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　
新
病
院
建
設
が
、
一
日
も
早
く

実
現
で
き
る
よ
う
、
運
営
計
画
や

病
床
区
分
の
見
直
し
、
再
入
札
に

向
け
て
の
本
体
工
事
と
外
構
工

が
グ
ラ
ン
プ
リ
で
あ
る
金
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
時
期
に
収
穫
さ
れ

る
レ
モ
ン
も
現
在
、
市
内
の
メ
ー

カ
ー
に
よ
り
サ
ブ
レ
に
加
工
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
今
後
は
市
外
の

メ
ー
カ
ー
や
全
農
岡
山
と
協
力
し

て
加
工
品
の
生
産
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
９
月
28
日
に
東
京
都

港
区
新
橋
に
「
と

※

っ
と
り
・
お
か

や
ま
新
橋
館　
も
も
て
な
し
」
が

開
館
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
鳥

取
県
や
岡
山
県
の
産
品
が
販
売
さ

れ
て
お
り
、
瀬
戸
内
市
に
関
し
て

は
、
カ
キ
や
マ
マ
カ
リ
な
ど
の

「Setouchi　

Kirei

（
セ
ト
ウ

チ
キ
レ
イ
）」
に
認
定
し
た
商
品

な
ど
の
販
売
が
好
調
で
す
。
今
後

事
、
医
療
機
器
な
ど
の
購
入
に
つ

い
て
再
検
討
し
ま
す
。

新
図
書
館
整
備
に
つ
い
て

　
新
図
書
館
整
備
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
設
計
変
更
を
終
え
、
再
入

札
に
向
け
て
の
手
続
き
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
順
調
に
い

け
ば
、
平
成
27
年
１
月
着
工
、
同

年
12
月
末
頃
に
竣
工
し
、
開
館
準

備
作
業
の
後
、
平
成
28
年
度
の
で

き
る
だ
け
早
い
時
期
に
開
館
す
る

予
定
で
す
。

　
ま
た
、
市
立
図
書
館
で
は
、
10

月
１
日
か
ら
、
市
内
の
高
齢
者
施

設
の
う
ち
希
望
の
あ
っ
た
23
事
業

所
に
、
移
動
図
書
館
の
巡
回
サ
ー

ビ
ス
を
月
１
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
に
も
読
み
や
す
い
大
き

な
活
字
の
本
や
録
音
さ
れ
た
Ｃ
Ｄ

図
書
、
画
集
や
写
真
集
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
本
を
届
け
る
ほ
か
、
図
書

館
司
書
が
、
昔
話
の
絵
本
や
紙
芝

居
な
ど
を
読
む
「
お
は
な
し
会
」

な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
か
ら
は
、
具
体
的
な
本

の
リ
ク
エ
ス
ト
も
あ
り
、
巡
回

サ
ー
ビ
ス
へ
の
期
待
を
実
感
し
て

い
ま
す
。

地場もん国民大賞表彰式

巻
之
百
十
二

　

餘
慶
寺
（
邑
久
町
北
島
）
の

梵ぼ
ん
し
ょ
う鐘
は
、岡
山
県
重
要
文
化
財
（
工

芸
）
に
指
定
さ
れ
て
い
る
文
化
財

で
す
が
、
現
在
も
毎
日
夕
方
（
日

没
前
）、
ま
た
除
夜
の
鐘
と
し
て
も

突
か
れ
て
い
る
現
役
の
鐘
で
す
。

　

こ
の
鐘
に
は
文
字
が
刻
ま
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

も
と
も
と
こ
の
鐘
は
、
戦
国
時

代
の
元げ

ん
き亀
２
（
１
５
７
１
）
年

に
「
豊ぶ

ん
ご
の
く
に
お
お
い
た
ぐ
ん
ふ
ち
ゅ
う

後
国
大
分
郡
府
中
」（
大

分
市
）
の
「
今い

ま
こ
う
じ

小
路
」
に
あ
る

「
惣そ

う
ど
う
じ
ょ
う

道
場
」
に
寄き

し
ん進
（
寺
院
や
神

社
に
金
品
を
寄
付
す
る
こ
と
）
さ

れ
ま
し
た
。

　
豊
後
国
の
府
中
と
い
え
ば
、
当

時
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
と
い
わ
れ
た

大
友
氏
の
本
拠
地
で
し
た
。
寄
進

先
の
「
惣
道
場
」
は
、
以
前
は
キ

リ
シ
タ
ン
大
名
大
友
氏
の
城
下
町

と
か
ら
、
宇
喜
多
軍
が
戦
勝
の
記

念
に
持
ち
帰
り
、
餘
慶
寺
に
奉
納

し
た
も
の
で
あ
る
と
伝
わ
っ
て

い
ま
す
。

４
０
０
年
ぶ
り
？
の
里
帰
り

　
こ
う
し
た
九
州
ゆ
か
り
の
文
化

財
と
い
う
こ
と
で
、
今
春
に
九
州

国
立
博
物
館
で
展
示
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
戦
国
時
代
の
終

わ
り
ご
ろ
に
餘
慶
寺
に
も
た
ら
さ

大
分
県
か
ら
や
っ
て
来
た
!?

餘
慶
寺
梵
鐘

れ
た
と
し
た
ら
、
お
よ
そ
４
０
０

年
ぶ
り
の
里
帰
り
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
平
成
27
年
１
月
26
日
に
は
、
展

示
に
向
け
た
準
備
の
た
め
、
餘
慶

寺
か
ら
梵
鐘
を
運
び
出
す
作
業
が

行
わ
れ
、
そ
の
様
子
は
公
開
さ
れ

ま
す
。

【
参
考
文
献
】

『
邑
久
町
史
文
化
財
編
』、『
備
前

上
寺
山
―
歴
史
と
文
化
財
―
』

岡
山
県
重
要
文
化
財
（
工
芸
）
に
指
定
さ
れ
て
い
る
餘
慶
寺
の
梵
鐘

に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
キ
リ
ス

ト
教
の
教
会
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
の
研
究

で
は
、
浄
土
真
宗
寺
院
、
ま
た
は

小
規
模
な
真
宗
門
徒
の
集
会
場
の

こ
と
を
指
す
の
で
は
な
い
か
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

寄
進
し
た
の
は
中
国
人
！

　
鐘
を
寄
進
し
た
の
は
明み

ん
じ
ん人（
当

時
の
中
国
人
）
２
人
で
し
た
。

１
人
は
「
台
州
府
」
の
「
廬
高
」、

も
う
１
人
は
「
平
羊
縣
」
の
「
陽

愛
有
」
で
す
。「
台
州
府
」
は
中

国
浙せ

っ
こ
う
し
ょ
う

江
省
の
台タ
イ
チ
ュ
ウ州
市
、「
平
羊
縣
」

は
平ピ

ン
ヨ
ン陽
県
と
み
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
２
人
が
ど
う
い
う
人
物
な

の
か
、
何
の
目
的
で
鐘
を
寄
進
し

た
の
か
、
詳
し
い
こ
と
は
分
か
っ

易
に
関
わ
る
明
人
が
、
商
人
の
集

ま
る
惣
道
場
に
鐘
を
寄
進
し
て
、

結
び
つ
き
を
強
く
し
よ
う
と
し
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
豊
後
の
府
中

に
寄
進
さ
れ
た
は
ず
の
鐘
が
、
な

ぜ
餘
慶
寺
に
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
。
こ
れ
も
は
っ
き
り
し
た
こ
と

は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
豊
臣

秀
吉
が
天
下
統
一
の
過
程
で
九
州

に
攻
め
入
っ
た
と
き
、
宇
喜
多
秀

家
軍
が
豊
後
に
進
行
し
て
い
る
こ

て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
、

府
中
の
今
小
路
辺
り
は

商
業
地
域
だ
っ
た
よ
う

で
、
惣
道
場
に
出
入
り

す
る
人
は
商
人
が
多

か
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
当

時
の
府
中
は
、
中
国
・

朝
鮮
や
東
南
ア
ジ
ア
な

ど
、
外
国
と
の
貿
易
が

盛
ん
な
貿
易
都
市
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
も
し
か
し
た
ら
、
貿
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